
沼
幌
小
学
校
で
樹
木
観
察

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

月

日
（
水
）
、
標
茶
町
立
沼
幌
小

レ
ス
ト
国
有
林
等
で
、
野
生
生
物
の
生
息

6
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学
校
で
樹
木
観
察
の
授
業
が
行
わ
れ
、
活

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

動
を
支
援
し
ま
し
た
。

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
は
、
沼
幌
小
学
校
の

・

こ
の
調
査
は
、
森
林
総
合
研
究
所
北
海

3

4

年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、「
沼

道
支
所
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

幌
の
自
然
・
環
境
」
の
学
習
が
進
め
ら
れ

で
、
例
年
、

月
と

月
の

回
、
自
動

7

9

2

て
お
り
、
今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、「
学

撮
影
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
中
・
大
型
ほ
乳

校
周
辺
の
樹
木
観
察
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

類
等
を
撮
影
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
収
集
し

ー
ク
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
児
童

名
（

年
生

名
・

今
回
の

月
期
の
調
査
は
、

日
～

5

3

2

7

5

27

年
生

名
）
が
参
加
し
、
当
セ
ン
タ
ー

日
ま
で
の

日
間
を
予
定
し
て
お
り
、
赤

4

3

22

の
自
然
再
生
指
導
官
が
、
小
学
校
周
辺
の

外
線
に
反
応
し
て
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

ミ
ズ
ナ
ラ
や
ヤ
チ
ダ
モ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の

る
自
動
撮
影
カ
メ
ラ

台
を
、
林
道
沿
い

6

樹
木
の
特
徴
を
解
説
し
ま
し
た
。

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
沼

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次

幌
の
自
然
・
環

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

境
」
の
授
業
で
は
、

地
域
の
再
発
見
に

活
か
す
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
、
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
ユ
キ

ム
シ
や
キ
ツ
ツ

子
ど
も
た
ち
は
、
葉
を

キ
、
ド
ン
グ
リ
等

触
っ
て
み
た
り
、
臭
い
を

に
つ
い
て
、
話
題

嗅
い
で
み
た
り
し
な
が
ら
、

提
供
し
ま
し
た
。

樹
木
の
特
徴
等
を
つ
か
ん

で
い
ま
し
た
。

▽解説を聞きメモを取る児童の様子

▽葉を触り感触を確かめる児童の様子

▽エゾシカの親子（平成29年7月）
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植
樹
と
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置

植
栽
箇
所
は
笹
根
や
根
株
が
多
く
、
参

再
生
普
及
小
委
員
会
が
開
催

月

日
（
土
）
、
雷
別
国
有
林
（
根

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
苗
木
を
植
え
る
穴
掘

月

日
（
木
）
、
釧
路
市
観

6

9

6

21

釧
西
部
森
林
管
理
署

林
班
・
川
上
郡
標

り
に
、
大
変
難
儀
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

293

茶
町
雷
別
）
で
、
「
山
の
日
」
記
念
「
雷

ま
た
、
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
で

で
、
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

別
へ
植
樹
に
行
こ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し

は
、
杭
や
組
立
て
た
筒
を
運
ぶ
の
に
、
何

「
第

回
再
生
普
及
小
委
員
会
」

31

た
。

回
も
坂
道
を
往
復
す
る
等
、
苦
労
等
々
あ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
雷
別
国
有
林
の
自
然
再

り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

名
の
皆
さ
ん

こ
の
「
再
生
普
及
小
委
員
会
」
は
、
個

24

生
（
森
林
再
生
）
を
地
域
住
民
と
協
働
で

は
時
折
、

人
・
団
体
・
関
係
行
政
機
関
が
参
加
し
、

取
組
む
も
の
で
、
モ
デ
ル
事
業
地
（
笹
地

霧

雨

の

自
然
再
生
の
普
及
と
環
境
教
育
・
地
域
住

）
で
、
ハ
ル
ニ
レ･

ミ
ズ
ナ
ラ･
ヤ
チ
ダ

降

る

自

民
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
検

11モ

本
を
植
樹
す
る
と
と
も
に
、
ウ
サ
ギ

然

再

生

討
し
て
い
ま
す
。

150
等
の
野
生
生
物
に
よ
る
食
害
か
ら
、
植
栽

事

業

地

今
年
度
第

回
目
と
な
る
今
回
は
、
事

1

し
た
苗
木
を
保
護
す
る
た
め
、
ツ
リ
ー
シ

で

、

心

務
局
か
ら
「
ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

地

良

い

ェ
ク
ト

」
の
応
募
状
況
や
地
域

2
0
1
8

ま
ず
始
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
自
然
再

汗

を

流

住
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
等
に
つ

生
指
導
官
か
ら
、
注
意
事
項
や
植
樹
等
に

さ

れ

て

い
て
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

当
た
っ
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
鍬

い

ま

し

ま
し
た
。

や
ス
コ
ッ
プ
・
苗
木
を
持
ち
植
栽
箇
所
へ

た
。

ま
た
、
自
然
再
生
協
議
会
か
ら
の
情
報

移
動
し
ま
し
た
。

提
供
に
つ
い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
発

信
し
て
い
く
か
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
湿
原
の
自
然
再
生
に
係
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
予
定
は
、
「
再
生
普
及
行
動
計

画
オ
フ
ィ
ス
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

（http://hef.jp/kushiro/

）
「
ワ
ン
ダ
グ
リ

ン
ダ
☆
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
釧
路
湿
原
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

第

回
目
の
再
生
普
及
小
委
員
会
は
、

2
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▽植樹の様子

▽ツリーシェルター設置の様子 ▽組立て方法を説明している様子

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター
〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11号
【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
【E-mail】h_kushiro_f@maff.go.jp
【URL】http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html

当センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、
森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。


